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    The training vessels Kakuyo-maru and Nagasaki-maru of the Faculty of Fisheries, Nagasaki 
University make training trips mainly to the East China Sea and the equatorial waters of the Pacific 
and Indian Oceans. It often occurred that the vessel could not keep in communication by  wireless 
with home or with other vessels for scores of minutes to several hours because of rain noises, radio 
interference caused by rain drops. Expecially in the equatorial waters, communication by wireless 
frequently became completely impossible whenever a squall passed over or near the vessel. 
   The present authors carried out a joint-study on the methods of eliminating rain noises aboard 
Kakuyo-maru and Nagasaki-maru during the past three years starting from 1976, and almost 
succeded in it. Rain noises could be eliminated, or reduced to a level at which no incovenience was 
caused, by blanking the signal flow line at the anterior part of the narrow band pass filter of the 
intermediate frequency amplifier of the receiver for a short time while  pulses of rain noises were 
being emitted. Heretofore, vessels sailing or operating in the equatorial waters suffered without fail 
from radio interference. From the results of the present experiments, it is suggested that the 
attachment of a noise blanker circuit to a commercial radio receiver will ensure a smooth 
communication and the safety of navigation.
長崎大学水産学部練習船鶴洋丸お よび長崎丸の実習
海域は,東 支那海 と太平洋およびイ ンド洋の赤道近辺
が多い。 この海域 では雨雑(降 雨による受信障害)に
より数十分問か ら数時間にわた り,無 線通信マ ヒの状
態が発生す る頻 度が大であった。
特に赤道近辺ではスコール通過時に,必 ず雨雑 を と
もない通信 は全 く不能 となる例が多かった。
1976年 よ り1978年 までの3年 間の遠洋航海の期 間,
鶴洋丸 と長崎丸が協力 し,雨 雑の除去方法 について観
測お よび実験 を重ねた結果,実 用通信に支障ない まで
に軽減 また は,除 去す ることに成功 したので報告する。
雨雑の観測お よび実験の経緯
船舶や航空機の無線通信回線 において,と くに問題
となる外部雑音の代表的 なものの一つ として,雨 滴に
よ り発生する沈積雑音 いわゆ る雨雑が挙げ られ る。 こ
の種類の雑音 は,赤 道付近のスコール通過時 に付随 し
て発生す る。 また,比 較 的高緯度において も,梅 雨前
線付近,寒 冷前線 に ともな う降雨,吹 雪,砂 塵嵐 など
の気象条件下で発生す る頻度 が大 きい。 したがって,
この付近 に所在す る中波帯か ら短波帯 の周波数で運用
す る無線局は,沈 積雑音の障害 を受け受信不能 となる
ことが多い。 この雑音発生の主原因は,雨 滴,砂 塵,
吹雪な どの帯電粒子間で放電 し雑音電波 を放射する も
の と,帯 電粒子がアンテナに衝突 し雑音 として観測 さ
れ る2つ の場合 があると考え られてい る(1)。
雑音の軽減方法 として は,前 者モー ドについては,
現今 までほとん ど有効な方法 がなか った。後者につい
ても,ア ンテナ表面 を絶縁被覆 し雑音を軽減す る消極
的方法(1)がとられているにすぎない。
船舶局の通信方式は,教 年前 まで はモールス手動通
信方式が主流であったが,最 近で は単側波帯無線電話
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Fig. 7 The ordinate is the amplitude of noise in terms 
      of typical synthetic audio frequency and 
       spark-mode-rain-noise shown on the oscilo-
      graph with grid of 1 cm square. The ordinate 
      shows in terms of 20 m volts/cm and the 
      abscissa 2 m sec/cm.
 Fig.  8 Spark-mode-rain-noise removed by noise 
      blanker circuit shown on the oscilograph with 
      grid of 1 cm square. The ordinate shows in 
      terms of 20 m volts/cm and the abscissa 1 m
       sec/cm.
信,フ ァクシミリな ど他の電波形式に も有効である こ
とを確認 した。合成モー ドに関 しては,ア ンテナを絶
縁被覆す るなどの実験 が残 されているが,実 用上支障
ない までに雨雑 レベルが,軽 減 されたので,今 回は こ
れ を省略 した。
3)実 用回路 実験 では,同 調周波数 を,2750kHz
付近に固定 した ため,NRD-70C型 受信機 の可変 中間
周波VIFが,3MHz-2MHz迄 可変 で あ りVIFが,
2750kHz付 近 に同調 した場合 にしか,最 大 の効果 を発
揮 できなかった。 しか し離調周波数領域 で も効果的で
あった。
実用回路 では,こ の欠点 を解 消するために,Noise
BlankerCircuitの 同調周波 数 をNRD-70C型 受信 機
の第2中 間周波数 と同 じ455kHzに とり,IFFilterと
3rdMixerの 間に入れ,雨 雑パ ルスに対す る時定数 を,
適 当にとることによ り全周波数帯 にわた り,均 一 に雨
雑 を軽減 または除去す ることができる。手送 り電信の
ように,低 速 度通信 に対 しては,こ の除去方法に若干
手を加 える事に より空電 も軽減 で きると考 える。
要 約
これ まで赤道周辺 を航行 する船舶 は,必 ず雨雑に よ
り受信障害 を受 けた。 この雨雑除去法について は,ま
だ改善の余地 は残 されているものの,受 信機の中間周
波増幅段 の狭帯域 フィルターの前の部分で,雨 雑パ ル
スの出ている短 い時間だけ信号経路 をブランキ ングす
ることによ り,実 用通信 に支障ないまで に軽減 または
除去 された。すなわち,今 回の実験 により商 用受信機
にNoiseBlankerCircuitを 附加 することで,充 分雨雑
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